
日
新
聞
』
が
「
入
院
ベ
ッ
ド

の
再
編
に
は
厚
労
省
内
に
も

実
効
性
へ
の
疑
問
が
出
て
い

る
ほ
ど
だ
」（
５
月
９
日

付
）
と
報
じ
た
よ
う
に
、
患

者
の
容
態
は
絶
え
ず
変
化
す

る
。
在
宅
医
療
の
普
及
度
合

い
に
よ
っ
て
も
必
要
病
床
数

は
変
わ
る
。
病
床
削
減
へ
政

策
誘
導
す
る
の
で
は
な
く
、

「
協
議
の
場
」
で
は
医
療
機

関
の
意
向
を
尊
重
し
て
民
主

的
な
合
意
形
成
を
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
る
。
医
療
機
関

へ
の
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
を
法
制

化
せ
ず
、
医
療
と
介
護
の
連

携
強
化
と
地
域
の
基
盤
の
底

上
げ
を
実
現
す
る
た
め
に
基

金
を
活
用
す
べ
き
だ
。

 

（
つ
づ
く
）

年
の
「
医
療
需
要
」
を
推
計

す
る
。
レ
セ
プ
ト
デ
ー
タ
や

特
定
健
診
デ
ー
タ
な
ど
を
活

用
し
て
入
院
・
外
来
患
者
数

や
疾
患
別
患
者
数
を
割
り
出

し
、
人
口
推
移
と
掛
け
合
わ

せ
れ
ば
「
医
療
需
要
」
を
算

を
充
実
す
る
ど
こ
ろ
か
、
入

院
病
床
の
再
編
・
淘
汰
を
進

め
て
い
る
の
が
実
態
だ
。
各

都
道
府
県
に
設
け
る
基
金

は
、
厚
労
省
が
都
道
府
県
計

画
を
評
価
し
て
財
源
を
配
分

す
る
。
当
面
は
入
院
病
床
が

中
心
だ
が
、
来
年
度
か
ら
は

介
護
分
野
も
関
わ
っ
て
く

る
。
地
域
包
括
ケ
ア
や
在
宅

医
療
が
焦
点
と
な
り
、
歯
科

へ
の
影
響
は
避
け
ら
れ
な
い

だ
ろ
う
。

　

ビ
ジ
ョ
ン
で
は
２
０
２
５

て
い
る
。

　

ビ
ジ
ョ
ン
の
財
源
と
し

て
、
厚
労
省
は
今
年
度
予
算

で
９
０
４
億
円
を
計
上
し

た
。
そ
の
内
訳
は
、
消
費
税

増
税
分
が
５
４
４
億
円
に
達

す
る
。
増
税
し
て
社
会
保
障

　

都
道
府
県
が
策
定
す
る
地

域
医
療
構
想
（
ビ
ジ
ョ
ン
）

の
実
現
に
向
け
、
２
次
医
療

圏
ご
と
に
医
療
機
関
や
保
険

者
な
ど
が
参
加
す
る
「
協
議

の
場
」
を
今
後
、
設
置
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。「
協

議
の
場
」
で
は
、
病
床
を
①

画
に
従
わ
ず
、
知
事
の
要
請

に
も
反
し
た
医
療
機
関
に
は

ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
が
科
せ
ら
れ

る
。
医
療
機
関
名
の
公
表
や

各
種
補
助
金
の
対
象
除
外
に

加
え
、
保
険
医
療
機
関
の
指

定
取
り
消
し
ま
で
示
唆
さ
れ

高
度
急
性
期
②
急
性
期
③
回

復
期
④
慢
性

期
―
―
に
分

け
、
そ
れ
ぞ

れ
の
上
限
数

を
定
め
る
。

病
床
再
編
計

い
。
医
療
需
要
が
過
小
評
価

さ
れ
、
医
療
の
必
要
量
が
大

幅
縮
小
さ
れ
る
可
能
性
が
あ

る
。

　

そ
も
そ
も
入
院
患
者
を
四

つ
の
区
分
に
分
類
す
る
こ
と

な
ど
不
可
能
で
あ
る
。『
毎

出
で
き
る
と
い
う
訳
だ
が
、

そ
ん
な
に
簡
単
に
推
計
で
き

る
か
は
疑
問
だ
。
経
済
的
理

由
に
よ
る
受
診
中
断
が
増
え

て
お
り
、
表
面
的
な
デ
ー
タ

で
は
地
域
で
潜
在
化
し
て
い

る
医
療
需
要
は
分
か
ら
な

基基  
軸軸
危
機
に
瀕
す
る

危
機
に
瀕
す
る

医医  

療
・
介

療
・
介  

護護
❹❹

全
国
保
険
医
団
体
連
合
会　

寺
尾
正
之

全
国
保
険
医
団
体
連
合
会　

寺
尾
正
之

「
医
療
需
要
」推
計
に
疑
問
符

過
小
評
価
で
政
策
誘
導
の
可
能
性


